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主　な
掲載内容

　東日本大震災では、震源地から遠い東京都内でも多くの被害がありました。
地震から身を守るためには、日頃の備えに加え、何よりも地震時の行動が大切です。

都民の皆様へのアンケート調査結果からも、
新たな地震対策が必要であることがわかりました。

地震から身を守る。

東日本大震災
その時あなたは…

地震が起きたら
まず、何をしますか。

地震への新たな取り組み

身の安全を図ることの必要性
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＜2・3面＞ 地震その時10のポイント　身の安全のために
＜  4面  ＞ 緊急メール通報　救急相談センター　生活安全相談ダイヤル　心肺蘇生の要領が見直されました
　　　　　長周期地震動とは　プレゼントコーナー

<1>

　東京消防庁では、平成23年4月に、地震時に在宅していた都民の

方1,000人に対し東日本大震災の発生に伴う都民の行動調査を行

いました。

　地震時に火を使っていた方に、どの時点で火を消したかを調査し

たところ、約７４％の方が「地震を感じた時」と回答し、「揺れが収まっ

た時」と回答した方は約１２％でした。

　また、地震時に火を使っていなかった人は、地震発生時に「そのま

ま様子をみた」と回答した方が最も多く、「身を守った」と回答した方

は約１５％でした。

　「屋内で地震が発生した時、まず何をしますか」という質問を平成

23年6月に「消防に関する世論調査」で行ったところ、火の元の確認

や出口の確保などを意識している方が半数以上を占めており「身を

守る」と回答した方が約２６％でした。

火を消した時期
地震発生時、火を使って
いた人（82人）の回答

地震発生時の行動
地震発生時、火を
使っていなかった人
（918人）の回答

都民（1,534人）
の回答

［東日本大震災の発生に伴う都民の行動調査（平成23年4月）］

［消防に関する世論調査（平成2３年6月）］

　これらの結果から、地震発生時に、身を守る行動を取った方が少

なかったことや、まず火の元を確認した方が多かったことがわかりま

した。

　地震時にあわてて避難しようとすると、転倒してけがをしたり、揺

れが激しい時に火を消そうとすると、転倒して鍋のお湯をかぶるな

どけがをするおそれがあります。緊急地震速報を受けたり地震の揺

れを感じたら、まず身の安全を最優先しましょう。

　現在の都市ガスやプロパンガス等は、震度5程度で自動的にマイ

コンメーターがガスの供給を遮断するように設定されています。石

油ストーブにも対震自動消火装置を備えたものがあり、使用中の火

気器具における地震による出火の危険性は低くなっています。万一

出火した場合は、揺れがおさまってから消火しましょう。

　また、身の安全を図ることで、けがを防ぐことができるだけでな

く、地震後の避難や救出・

救護などの重要な行動に

速やかに移行できます。

　地震発生時には、まず

身の安全を確保すること

が何よりも大切です。

　地震から身を守るためには、しっかりとし

た日頃の備えと地震時の適切な行動が重

要です。東京消防庁では、東日本大震災を

踏まえ、「地震その時１０のポイント」を見直

しました。
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そのまま
様子をみた
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火の元確認
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! 揺れているときは、鍋の中の
お湯や高温の油で火傷などけ
がをする危険があります！火の
始末は揺れがおさまってから！

屋内で大きな地震が
発生したらまず何を
するか？


